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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

平 安 古 備 組 の 大 名 行 列

　 「 毛 利 輝 元 公 没 後 ４ ００ 年 記 念 イ ベ ン ト 」 が あす

2 7日 、 萩 市 の 萩 城 跡 指

月 公 園 （ 萩 市 堀 内 ） を メイ ン 会 場 に 開 か れ る 。　
毛 利 輝 元 は 、 １ ５ ５ ３

年 （ 天 文

2 2年 ） に 毛 利 隆

元 の 長 男 と し て 生 ま れた 。 祖 父 は 、 １ ５ ５ ７ 年（ 弘 治 ３ 年 ） に 大 内 義 長を 討 っ て 大 内 氏 を 滅 亡 させ 、 そ の 後 中 国 地 方 一 帯を 傘 下 に 収 め た 毛 利 元 就だ 。

 

輝 元 は 豊 臣 政 権 下

に お い て 、 安 芸 ・ 周 防 ・長 門 ・ 石 見 ・ 出 雲 ・ 備後 ・ 隠 岐 な ど １ １ ２ 万 石の 知 行 目 録 を 与 え ら れ 、　
対 象 は 、 山 口 市 内 在 住

で 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン ター に 入 会 か つ 就 業 で き る
6 0歳 以 上 の 人 な ど 。

　
定 員 は

1 0人 で 、

3 0日
　

（ 水 ）  ま で の 事 前 申 し 込 みが 必 要 。 昨 年 は 受 講 し た
1 0人 が 入 会 し 、 う ち ８ 人

が 就 業 し て い る 。　
申 し 込 み は 、 応 募 フ ォ

ー ム （ 二 次 元 コ ー ド から ） か 、 主 催 の 山 口 県 シル バ ー 人 材 セ ン タ ー 連 合会 （
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６ ０ ７ ７ ） へ 申 込

書 を フ ァ ク ス す る 。 受 講の 可 否 は 、 締 め 切 り 後

　
受 講 無 料 の 「

剪 せ ん

定 て い

講

習 」 が 、 ５ 月

1 4日  （ 水 ）  と

1 5日  （ 木 ）  の ２ 日 間 に わ た
り 、 山 口 市 環 境 セ ン タ ー（ 山 口 市 小 郡 上 郷 ） で 開か れ る 。 安 全 な 脚 立 の 使い 方 、 土 壌 ・ 肥 料 ・ 水 やり 、 病 害 虫 防 除 、 低 木 剪定 ・ 整 枝 の 仕 方 な ど を 、座 学 と 実 技 で 学 ぶ こ と がで き る 。 時 間 は 、 初 日 が午 前 ９ 時 半 か ら 午 後 ３ 時ま で 、 ２ 日 目 は 午 前 ９ 時半 か ら 正 午 ま で 。

と 移 り 住 ん だ 。 １ ６ ０ ４年 （ 慶 長 ９ 年 ）  、 萩 の 指

月 山 麓 に 萩 城 を 築 城 。 そし て １ ６ ２ ３ 年 （ 元 和 ９年 ）  、 正 式 に 長 男 の 秀 就に 家 督 を 譲 り 、 ２ 年 後 の１ ６ ２ ５ 年 （ 寛 永 ２ 年 ）４ 月

2 7日 に 病 没 し た 。

　
こ の イ ベ ン ト は 、  「 輝

元 公 が 萩 に 開 府 し て 以 降２ ６ ０ 年 余 り 、 萩 は 毛 利
3 6万 石 の 城 下 町 と し て 発

展 し 、 幕 末 期 に は 明 治 維新 胎 動 の 地 と も な っ た 。萩 市 は 、 萩 城 下 町 や 松 下村 塾 な ど 、 世 界 遺 産 『 明治 日 本 の 産 業 革 命 遺 産 』の 五 つ の 構 成 資 産 や 文 化財 施 設 、 歴 史 的 な

町 並 み

を 随 所 に 保 存

（ ２ 面 へ ）

１ ５ ９ ７ 年 （ 慶長 ２ 年 ） に は 五大 老 に 任 じ ら れた 。 だ が 、 １ ６０ ０ 年 （ 慶 長 ５年 ） の 関 ヶ 原 の戦 い で 西 軍 の 総大 将 と な り 敗戦 。 戦 後 、 徳 川家 康 か ら 周 防 ・長 門 両 国 に 減 封さ れ 、 萩 の 地 へ

応  募  フ ォ ー  ム

に 、 通 知さ れ る 。

毛 利 輝 元 公 没 後 ４ ０ ０ 年
萩 市 の 指 月 公 園 で 記 念 イ ベ ン ト

あ
　

 す

6 0歳 以 上 対 象 に ２ 日 間

受 講 無 料 の  「 剪 定 講 習 」５ 月 １ ４ ・ １ ５ 日



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ４ 月 ２ ６ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

（ １ 面 か ら ） し 、 ま ち じ
ゅ う 博 物 館 と し て 全 国 に名 声 を は せ て い る 。 こ れは ひ と え に 、 輝 元 公 の 萩開 府 が あ っ た か ら こ そ 」と し 、  「 生 前 の 偉 業 を 広く 知 っ て い た だ く こ と 、ま た そ の 功 績 を 長 く 後 世に 伝 え る こ と 」 を 目 的 に開 催 さ れ る 。　

午 前 ９ 時 、 大 名 行 列 の

「
平

ひやこ

安 古

備 そ な え

組 ぐ み

」 が 菊 屋 家

住 宅 （ 萩 市 呉 服 町 １ ） をス タ ー ト 。 こ の 行 列 は 、１ ７ ２ ０ 年 （ 享 保 ５ 年 ）に 始 ま り 、 盛 衰 ・ 廃 復 ある 中 で も 約 ３ ０ ０ 年 間 続け ら れ て お り 、 用 具 や 調度 品 は 藩 主 か ら 下 げ 渡 され た も の を 今 も 使 用 し てい る 。  「 イ サ ヨ 〜 シ 」 の掛 け 声 と と も に 次 々 に 毛槍 を 投 げ 渡 し 、 道 具 類 の持 ち 手 を 交 代 し な が ら 、

城 下 町 か ら 萩 城 跡 へ 向 けて 練 り 歩 く 。  「 草 履 舞 」と 「 長 州 一 本 槍 」 は 、 菊屋 家 住 宅 前 、 萩 博 物 館 前
（ 萩 市 堀 内 ）  、 萩 城 跡 指 月

公 園 入 口 前 で 披 露 。

1 1時

に は 、 公 園 内 ス テ ー ジ でも 実 施 さ れ る 。　
ス テ ー ジ イ ベ ン ト は 午

前

1 0時 か ら 。 御 船 謡
  

（ 住 吉 神 社 御 船 謡 保 存会 ）  、 平 安 古 備 組 、 空 手 ・棒 術 ・ 居 合 等 日 本 武 道 演舞 （ 田 端 隼 人 さ ん ）  、 大板 山 た た ら 太 鼓 、 萩 民 謡男 な ら （ 男 な ら 保 存会 ）  、 萩 西 中 吹 奏 楽 部 、萩 高 吹 奏 楽 部 、 萩 光 塩 学院 書 道 パ フ ォ ー マ ン ス など が 披 露 さ れ る 。 正 午 から と 、 午 後

4時 の 閉 会 前

に は 、 も ち ま き （ 約 ２ ００ ０ 個 ） も 実 施 。　
他 に も 、  「 花 江 茶 亭 呈

茶 席 」  「 指 月 山 ト レ イル 」  「 出 張 は ぎ マ ル シェ 」  「 子 供 縁 日 」 な ど の催 し も 。　
さ ら に 、 こ の 日 だ け の

「 毛 利 輝 元 公 四 百 年 祭 特別 限 定 御 城 印 」  （ ５ ０ ０円 ） も 、 ２ ０ ０ 枚 限 定 で販 売 さ れ る 。　
主 催 す る 同 実 行 委 員 会

は 、  「 城 下 町 『 萩 』 の 礎を 築 い た 毛 利 輝 元 公 が 亡

く な ら れ て か ら ４ ０ ０ 年の 節 目 に 、 萩 藩 毛 利 家 とゆ か り の あ る 伝 統 行 事 、
1 0周 年 を 迎 え た 世 界 遺

産 ・ 萩 城 下 町 に あ る 学 校の 生 徒 に よ る 吹 奏 楽 の 演奏 や も ち ま き な ど 、 市 民み な で 盛 り 上 げ て い く 。ぜ ひ 、 萩 城 跡 指 月 公 園 で一 緒 に 楽 し ん で 」 と 来 場を 呼 び 掛 け て い る 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


